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概要 
 地方都市における公共交通の衰退／過度
な車依存問題を、右図のように交通面にと
どまらず土地利用や生活活動等との関係
から多面的に捉え、今後の地域における公
共交通の存在意義と再生、活性化／賢い車
の使い方誘導に向けての方策、仕組みづく
りについて、福井地域を対象に実践的な調
査・研究を行っている。 
 これまでの実績としては、地方公共団体
等との連携による社会実験を通しての「コミュニティバスの導入」プロジェクトや京福廃線問題を対
象にした地方鉄道の存在意義、存続条件等に関する調査・研究等がある。今後（H16年度以降）は、
第 3回福井都市圏 PT調査に参画する中で、新しい調査技術／交通施策の提案・評価方法の開発等を
行っていく予定である。  
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